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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年３月31日まで）のわが国経済は、消費税増税後のＧＤ

Ｐの落ち込みから徐々に回復を見せ始めるとともに、一般消費財の値上げや国内主要各社の賃金ベースアップによる

デフレマインドの転換も少しずつ見られるようになりましたが、金融緩和による超低金利が続いているにも拘らず、

民間設備投資の改善は思うように進まない状況が続いています。 

当社を取り巻く環境装置機械業界においては、公共分野では国土強靭化政策の下、上下水道に関連する設備の更新

や耐震化案件が継続するとともに、2020年の東京オリンピック開催に向けた東京湾岸地区再開発関連の案件増加が見

られました。また、民間分野では設備の省エネ化や耐震化といった案件の増加が見られました。 

このような事業環境の下、当社グループは、企業価値の向上を目指し、以下の戦略に取り組んでおります。 

・ 安定した収益基盤を拡大させるため、自社製品を中心とした「アフターメンテナンス体制」を強化する。 

・ 販売エリアを拡大させるため、引き続き東北地域の震災復興に尽力するとともに、関西を中心とした西日本地域

での販売拡大を目指す。 

・ 都心部の再開発や2020年の東京オリンピック開催に向けて拡大する建設需要を取り込むため、情報収集の徹底と

施主などへの上流営業の強化を行う。 

・ 外部機関との共同研究を深め、新商材開発のスピードをアップする。 

・ 他社とのアライアンスやＭ＆Ａに積極的に取り組み、ビジネスの拡大に努める。 

これらの活動の結果、当第１四半期連結累計期間の受注高は76億25百万円（前年同期比24.0％増）、売上高は111

億28百万円（前年同期比7.6％減）、営業利益は17億17百万円（前年同期比13.6％増）、経常利益は17億49百万円

（前年同期比15.7％増）、四半期純利益は11億45百万円（前年同期比24.8％増）となりました。 

なお、当社グループは受注高及び売上高に占める官公庁の割合が高いことから、通常の営業形態として第１四半期

連結会計期間に計上される売上高割合が高く、一方で販売費及び一般管理費はほぼ均等に発生するため、利益が第１

四半期連結会計期間に偏るという季節的変動があります。 

 

セグメント別営業状況は次のとおりであります。 

（環境関連） 

環境関連製品の製造・販売を手掛ける当セグメントは、受注高においては、民間向け排水処理案件の獲得が増え、

売上高では、下水処理場向けボエフ脱臭関連製品の販売が増加したものの、昨年10月に株式譲渡した連結子会社イー

ジェイ㈱の数値剥落が影響したことから、受注高、売上高ともに前年同期を下回りました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は９億92百万円（前年同期比17.3％減）、売上高は21億16百万円（前年同期

比20.6％減）、セグメント利益は３億65百万円（前年同期比20.7％減）となりました。 

（水処理関連） 

上下水道向けの設計・施工を手掛ける当セグメントは、受注高においては、首都圏を中心に自治体の発注遅れによ

って前期からずれ込んでいた案件の獲得が進んだことや、東北地域において更新案件の獲得も進んだことから、前年

同期を上回りました。売上高は、前期末の受注残高が少なかったことが影響し微減となりました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は36億75百万円（前年同期比62.2％増）、売上高は59億31百万円（前年同期

比2.7％減）、セグメント利益は11億78百万円（前年同期比30.2％増）となりました。 

（風水力冷熱機器等関連） 

主にポンプ、冷凍機、空調機器などを商社として販売する当セグメントは、受注高においては、東京オリンピック

開催に向け、築地市場の移転等を含めた湾岸地域の再開発や、東京都内各所の再開発案件が引き続き堅調に推移した

ことから、前年同期を上回りました。売上高は、ポンプや冷凍機等のメンテナンスを行っている連結子会社㈱エバジ

ツの前期末における受注残高が少なかったことが影響し、前年同期で減少しました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は29億57百万円（前年同期比10.3％増）、売上高は30億80百万円（前年同期

比6.0％減）、セグメント利益は３億43百万円（前年同期比6.2％増）となりました。 

 

当第１四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

環境関連 992 82.7 1,659 64.4

水処理関連 3,675 162.2 8,038 101.6

風水力冷熱機器等関連 2,957 110.3 3,925 132.4

合計 7,625 124.0 13,623 101.3
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は267億73百万円となり、前連結会計年度末と比べ44億91百万円の増

加となりました。主な要因は、現金及び預金の増加10億87百万円、受取手形及び売掛金の増加35億66百万円でありま

す。 

当第１四半期連結会計期間末における負債は169億45百万円となり、前連結会計年度末と比べ32億14百万円の増加

となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加30億37百万円であります。 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は98億28百万円となり、前連結会計年度末と比べ12億76百万円の増加

となりました。主な要因は、四半期純利益11億45百万円の計上であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年２月５日付「平成26年12月期 決算短信」にて発表しました平成27年12月期の連結業績予想に変更はあり

ません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を

使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が３億85百万円減少し、利益剰余金が２億48百

万円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響額は軽微であります。 

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用） 

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25年12

月25日）を当第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、同第20項に掲げられた取扱いに従い、従来採用して

いた方法を継続するため、当実務対応報告の適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。なお、従来よ

り、当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分差額を認識し、信託から従業員持株会に売却された株式に係る売

却差損益、信託が保有する自己株式に対する当社からの配当金及び信託に関する諸費用の純額を負債に計上しており

ます。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,881 3,969 

受取手形及び売掛金 9,595 13,162 

商品及び製品 598 724 

仕掛品 171 191 

未成工事支出金 428 222 

原材料及び貯蔵品 150 176 

繰延税金資産 81 140 

その他 241 98 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 14,148 18,685 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,957 2,970 

減価償却累計額 △1,308 △1,337 

建物及び構築物（純額） 1,649 1,632 

機械装置及び運搬具 52 52 

減価償却累計額 △48 △48 

機械装置及び運搬具（純額） 4 3 

工具、器具及び備品 420 422 

減価償却累計額 △326 △335 

工具、器具及び備品（純額） 94 86 

土地 1,423 1,423 

その他 19 19 

減価償却累計額 △15 △15 

その他（純額） 4 3 

有形固定資産合計 3,175 3,149 

無形固定資産 40 38 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,826 2,897 

保険積立金 1,065 1,081 

投資不動産（純額） 680 676 

繰延税金資産 6 5 

その他 448 348 

貸倒引当金 △109 △109 

投資その他の資産合計 4,917 4,900 

固定資産合計 8,133 8,088 

資産合計 22,282 26,773 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,218 12,256 

短期借入金 1,160 1,230 

未払法人税等 362 674 

未払消費税等 20 203 

前受金 988 902 

賞与引当金 - 166 

その他 644 510 

流動負債合計 12,394 15,942 

固定負債    

長期借入金 46 37 

繰延税金負債 415 493 

役員退職慰労引当金 196 196 

退職給付に係る負債 603 201 

その他 74 73 

固定負債合計 1,335 1,002 

負債合計 13,730 16,945 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,001 1,001 

資本剰余金 831 831 

利益剰余金 5,964 7,207 

自己株式 △88 △83 

株主資本合計 7,708 8,956 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,006 1,037 

退職給付に係る調整累計額 △163 △165 

その他の包括利益累計額合計 843 871 

純資産合計 8,551 9,828 

負債純資産合計 22,282 26,773 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 12,037 11,128 

売上原価 9,244 8,151 

売上総利益 2,792 2,977 

販売費及び一般管理費 1,280 1,259 

営業利益 1,512 1,717 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 0 0 

受取保険金 - 24 

投資不動産賃貸料 18 18 

その他 1 6 

営業外収益合計 22 50 

営業外費用    

支払利息 3 2 

不動産賃貸費用 10 10 

その他 9 6 

営業外費用合計 23 19 

経常利益 1,511 1,749 

特別損失    

投資有価証券評価損 14 - 

特別損失合計 14 - 

税金等調整前四半期純利益 1,497 1,749 

法人税、住民税及び事業税 534 669 

法人税等調整額 44 △66 

法人税等合計 579 603 

少数株主損益調整前四半期純利益 918 1,145 

四半期純利益 918 1,145 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 918 1,145 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 33 30 

退職給付に係る調整額 - △2 

その他の包括利益合計 33 28 

四半期包括利益 951 1,174 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 951 1,174 

少数株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２   環境関連 水処理関連 

風水力冷熱 
機器等関連 

売上高            

外部顧客への売上高 2,665 6,095 3,276 12,037 - 12,037 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

- - - - - - 

計 2,665 6,095 3,276 12,037 - 12,037 

セグメント利益 460 904 323 1,688 △175 1,512 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２   環境関連 水処理関連 

風水力冷熱 
機器等関連 

売上高            

外部顧客への売上高 2,116 5,931 3,080 11,128 - 11,128 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

- - - - - - 

計 2,116 5,931 3,080 11,128 - 11,128 

セグメント利益 365 1,178 343 1,886 △168 1,717 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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